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An Action Research for Pupils’ Awareness of Diversity of Languages in a Public Elementary School
言語の多様性への気づきを高めるアクションリサーチ

はじめに

○日本の小学校英語教育の現状

○日本の言語状況（登録外国人、日本語指導が必要な外国人児童生徒より）
　

○小学校英語教育の果たす役割（外国語専門部会の提言より）
　
○先行研究
	
	英語
	日本語

	国際理解活動
	○
	○

	多言語・多文化共生意識を育む活動
	○
	△（提案のみ、実践無し）


英語活動における多言語・多文化共生意識を育む活動
はすでに行われているが、日本語によるものは提案されているのみ
で、実証的な研究は行われていない。

○本稿の目的

母語である日本語による、多様な言語にふれる活動を通して、言語の多様性への気づきを高める。
１　言語意識

１．１　言語意識の定義

　・言語意識の定義：言語に対する「態度attitude」と言語「能力aptitude」（古石
）

１．　２　言語意識教育の背景

　　・1970年代に移民が急増し、社会や学校に多言語状況が生まれたイギリスで始まった。
　　目的：・マイノリティー児童生徒の英語力（国語力）を伸ばすため

　　　　　・マイノリティー児童生徒のアイデンティティーを保持するため

　　　　　・マイノリティー児童生徒だけでなく、すべての児童生徒の意識の変容を促すため

　・日本においても、多言語状況の存在、マイノリティーの子どもたちのアイデンティティー保持や偏見や差別が問題となっている。
２．先行研究

・「多言語との出会いプロジェクト」

　藤沢市の外国人児童・生徒対象の日本語教室から派生した、一般教室の児童をも対象とした国際理解の授業。（多言語状況にある小学校での取り組み）
３．実践

３．１　授業実践

　奈良県奈良市の公立小学校４年生２クラス６２名を対象として、総合的な学習の時間を使い、2006年５月から７月にかけて計９回授業を行った。

３．２　実践の目的

　この実践の目的は、多言語状況にない小学校において、児童の言語の多様性への気づきを高めることである。

３．３　指導計画

欧州諸国で使用されている言語意識教材
に基づいて、小学校４年生の発達段階を考慮して作成した教材を用いて、授業を実施した。各授業をモジュールに分け、単独で、あるいは第１モジュールと第２モジュールの内容を組み合わせて授業を行った。以下が各モジュールの内容である。

　　　　　　　　　　　表１　各モジュールにおける活動内容

	モジュール
	活動項目
	活動内容
	ねらい

	１
	何語かな？クイズ
	ビデオを使い、多様な言語における挨拶の音声と文字を映像と共に視聴し、それが何語であるか考える。

〈扱った言語〉

韓国語、中国語、ポルトガル語、台湾語、モンゴル語、タイ語、アイヌ語
	・世界には多様な言語や文字があることに気づく。

・マイノリティー言語について知る。



	
	言語マップ活動
	何語かな？クイズで扱った言語名と「こんにちは」にあたる文字を世界地図に貼る。
	

	２
	日常生活に見られる日本語以外の文字
	身の回りの文房具や駅の看板などを観察する。
	普段気付いていない身の回りの様々な文字の存在に気づく。

	
	オノマトペ（擬音語）
	様々な言語で典型的な動物の鳴き声を聞く。
	言語によって音の認識が異なることを実感する。

	
	外国語で書かれた看板
	中国語で書かれた看板を見て、何が書かれているか想像する。
	同じ漢字圏であっても表記や音声が違うことに気づく。


４．調査

４．１　手順

授業実践の前後に質問紙票により、言語の多様性への気づきの変化を図った。

４．２　仮説

　以下のような仮説を設定した。

言語意識教育をすることにより、

１．諸言語に対する興味・関心・学習意欲が高まる
２．他の言語を尊重する態度が育成される
３．世界には多様な言語があることに気づくことができる

４．言語の識別能力が向上する

４．３　調査項目

　上記の仮説に基づき、以下のような調査項目を設け、アンケートを実施した。　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　表２　仮説に基づく調査項目

	仮説
	仮説の内容
	各項目
	設問内容
	回答方法

	１
	諸言語に対する興味・関心・学習意欲
	言語学習への興味・関心
	新しいことばを知るのはすきですか
	４点尺度

	
	
	外国語学習意欲
	外国語を勉強してみたいですか
	４点尺度

	２
	他の言語を尊重する態度
	相手の国の言語を学ぶ態度
	外国に旅行するなら、そこで使われていることばを勉強しようと思いますか
	４点尺度

	
	
	日本語が話せない子の言語を尊重する態度
	日本語が話せない子と友だちになりたいとき、その子の話すことばを学ぼうと思いますか
	４点尺度

	３
	多様な言語の存在
	世界の言語数
	世界にはどれくらいの言語があると思いますか
	４つの選択肢から選択

	
	
	思い浮かぶ外国語数
	思いつく外国語をいくつでも書いてください
	制限時間内で自由記述

	４
	言語の識別能力
	音声・文字識別能力
	様々な言語の音声を聞かせ、文字を見せる
	


５　結果と考察

５．１　調査結果

　事前、事後調査の結果は次の通りである。

表３　調査結果（児童の回答の平均値比較）

	仮説
	設問項目〈（）内は配点〉
	事前
	事後

	１
	言語学習への興味・関心（4）
	3.32
	3.44

	
	外国語学習意欲（4）
	3.25
	3.13

	
	諸言語に対する興味・関心・学習意欲（8） 
	6.50
	6.51

	２
	相手の国の言語を学ぶ態度（4）
	3.23
	3.28

	
	日本語が話せない子の言語を尊重する態度（4）
	3.27
	3.23

	
	他の言語を尊重する態度（8）
	6.52
	6.57

	３
	世界の言語数（4）
	2.82
	2.93

	
	思い浮かぶ外国語数**
	5.60
	8.77*

	
	多様な言語の存在（合計点）
	8.42
	11.56*

	４
	音声識別能力（5）
	3.18
	3.34

	
	文字識別能力（5）
	3.37
	3.43

	
	言語の識別能力（10）
	6.55
	6.77


*　は事前調査の平均値と比較して有意差あるいはその傾向が出ているもの

** は自由記述の問題で記入された回答の数がそのまま得点となる
仮説１「諸言語に対する興味・関心・意欲の向上」は見られない（P=0.98） 

仮説２「他の言語を尊重する態度」に関する変化は認められない（P=0.85）

仮説３「多様な言語の存在への気づき」は有意に高くなっている（P=0.00<0.01）

仮説４「言語の識別能力」は向上していない（P=0.48）

おわりに

今回の調査で、多言語状況にない公立小学校の４年生で言語の多様性への気づきを高めることを目標とした授業を週１回計９回行っても、児童には大きな変容がみられないということがわかった。しかし、多様な言語の存在への気づきについて一部の項目で向上がみられ、言語の多様性への気づきの芽生えがみられたことも付け加えておきたい。
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